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●

今年もまた友人や太宰ファンなど約100人が集まり、33回目の「桜桃

忌」が催されました。

愈旦互塗型且午前中は津島家のぼだい寺南台寺で法要その
あと歴史民俗資料館に納められた太宰の過品などを兄学し、芦野湖

畔に立つ文学碑に次々と献花、今は亡き太宰治を偲んでいました。
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｜町の人口と世帯数

男7，187人

人口 女 7 ， 4 1 1人

計14，598人
世帯数3，855世帯

(S56.6.30現在）
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金木だより（2）

ら
守
ろ
う
と
、
次

を
設
け
ま
し
た
。

ｌ
非
行
の
防
止
１

１
、
ど
ん
な
小
さ

い
こ
と
で
も
注

金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
鍍

会
で
は
、
夏
季
休
業
中
の
背
少

年
、
児
童
ら
を
事
故
や
非
行
か

ら
守
ろ
う
と
、
次
の
亜
点
耶
項

意
し
合
い
ま
し
ょ
う

２
，
町
の
無
線
放
送
で
帰
宅
、

夜
間
外
出
に
つ
い
て
放
送
し
ま
す

の
で
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う

〃
異
常
低
温ｌ

事
故
防
止
１

１
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り

ま
し
ょ
う

２
、
。
プ
ー
ル
以
外
で
は
水
に
入

３
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
服

装
の
乱
れ
、
夜
間
の
一
人

歩
き
な
ど
覗
故
と
非
行
に

つ
な
が
り
ま
す
。

と
今
後
の
見
通
し
“

●

ら
な
い
こ
と

３
、
他
の
市
町
村
に
行
っ
た
時

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ｌ
そ
の
他
Ｉ

今
年
も
川
植
え
後
に
、
異
常

低
湿
に
み
ま
わ
れ
代
枯
れ
が
Ⅱ

立
ち
、
昨
年
の
冷
沓
を
ま
た
繰

り
返
す
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
こ
れ
を
蛎
前
に
防
ぐ
た
め

に
も
今
後
の
天
候
状
態
な
ど
を

し
っ
か
り
知
っ
て
お
く
こ
と
の

必
要
性
を
考
え
、
こ
の
柵
城
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
田
中
町
長

が
「
今
年
こ
そ
は
冷
害
な
ど
に

負
け
ず
、
確
か
な
収
櫻
に
よ
っ

会
が
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

貝
会
主
催
の
第
一
ｕ
文
化
識
演

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
い
て
、
約
八
十
人
が
参
加
し

２
、
よ
く
あ
い
さ
つ
を
交
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

３
、
子
供
会
等
の
行
聯
に
は
親

子
で
参
加
し
ま
し
ょ
う

去
る
六
月
十
六
日
に
教
育
委

１
、
注
意
を
受
け

た
ら
紫
直
に

き
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

人
権
擁
護
講
演
会
開
か
る

て
皆
さ
ん
で
笑
え
る
よ
う
な
句

に
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

主
催
者
側
か
ら
、
中
谷
教
育
長

が
繩
帥
紹
介
を
か
ね
て
あ
い
さ

つ
し
た
あ
と
、
荊
師
で
あ
る
背

森
地
方
気
象
台
技
術
課
災
の
大

脇
汎
海
氏
が
「
異
常
低
温
と
今

後
の
兄
通
し
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
術
演
さ
れ
ま
し
た
。

満
減
で
は
気
象
観
測
に
関
す

る
こ
と
、
背
森
喋
の
地
形
、
東

風
に
よ
る
異
常
低
温
の
発
生
腺

因
な
ど
専
門
的
立
場
か
ら
今
後

去
る
七
川
十
川
に
、
地
域
住

民
へ
の
自
由
人
権
思
想
を
図
り
、

人
権
擁
護
活
動
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
る
た
め
に
と
、
田
中

－人権擁護制度とは？－

日附生活にかかわる人権についての問題に

対処する為に設けられた制度で、法務省には

人権擁護局、法務省の出先機関である法務肋

地方法務｝!jにはそれぞれ人権擁遡部、人権擁

謹課があります。さらに、民間の人々の中か

ら、法務大腿が人権擁謹委幽を委嘱していま

す。

これらの機関、委風の役荊は、浸害されて

いる人権のl'ji復、人権思想の普及商揚を図り

国民の|ﾊlに人権旗壇の意識を浸透させ、同時

にこういう問題の発生を未然に防止すること

です。

● 町
長
は
じ
め
、

貝
、
町
民
ら
約

二
商
人
が
参
加

し
て
人
権
擁
護

の
天
候
状
態
を
予
測
し
、
「
今

年
の
天
候
も
昨
年
並
の
異
常
低

温
が
つ
づ
き
、
真
夏
Ｈ
も
一
週

間
程
度
の
も
の
で
き
び
し
い
状

態
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
分

析
し
理
解
し
や
す
く
、
説
明
し

ま
し
た
。

〃
昨
年
の
冷
害
に
二
度
と
負
け

て
な
る
も
の
か
″
〃
と
、
今
後

の
火
候
を
気
に
か
け
、
秋
の
収

權
を
心
配
し
て
駆
け
つ
け
た
参

加
者
た
ち
は
、
識
帥
の
話
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町
人
椛
擁
護
委

講
演
会
が
開
か
れ
た
。

は
じ
め
に
、
町
中
町
長
が
「

み
ん
な
が
元
気
で
長
生
き
し
て

こ
そ
、
明
る
い
町
に
も
な
り
、Ｃ

ぐ
み

人
権
思
想
を
譜
及
す
る
こ
と
力

は
じ
め
て
有
意
義
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
又
、

委
幽
を
代
表
し
て
坂
本
義
音
氏
、

術
師
紹
介
を
か
ね
て
大
橘
勇
五

郎
氏
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

識
師
で
あ
る
平
内
町
教
育
委
員

長
の
川
沢
康
三
郎
先
生
が
講
演

し
ま
し
た
。

荊
城
は
、
笑
い
も
交
え
て
身

近
で
理
解
し
や
す
い
も
の
を
例

に
と
り
、
参
加
し
た
人
達
に
は

大
変
好
評
で
し
た
。
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舌

○ 国税だより

私たちが盤かで安定した生活ができるよう

に、国や地方公共団体は広い範囲にわたりい

ろいろな仕事をしています。そのためには、

たくさんの資金が心要で、この資金は私たち

みんなが出し合っていかなければなりません。

これが「税金」です。

そこで、私たちが納める税金がどのように

使われているのか、昭和56年度の国の一般

会計予算で説|川しますと、

交通事故防1kに

罰り/を/守守/ろ/ぅ／
●
宮
口
〃
Ｉ
●お/年/寡寿お

映画を活用

”
お
年
寄
り
を
交
通
小
故
か

ら
守
ろ
う
／
“
と
、
さ
る
六
凡

十
七
、
二
十
二
、
二
十
三
日
と

三
川
川
に
わ
た
り
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
通
躯
故

防
止
の
猫
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
征
週
月
、

火
、
水
眠
Ｈ
に
お
年
寄
り
が
無

料
で
入
館
、
入
浴
が
で
き
、
た

く
さ
ん
の
お
年
寄
り
た
ち
が
集

ま
る
た
め
、
こ
う
い
う
機
会
に

こ
そ
と
、
こ
の
拙
演
が
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

お
年
寄
り
た
ち
が
ひ
と
風
呂
浴

び
た
後
に
、
金
木
警
察
署
の
今

別
次
長
、
交
通
安
全
協
会
の
神

島
躯
務
局
長
さ
ん
ら
の
「
交
通

聯
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
励
ま

税金は
みんなのために使われる

●

謹
篭
趨
湘

交
通
覗
故
の
恐
一
・

ろ
し
さ
を
口
分
ユ

の
ｕ
で
兄
て
も
一
・

窪
灘
一
一
必

り
、
ま
さ
に
一
一

石
二
恥
の
も
の
一
』
一

で
す
。

一
鬮
圏

お
年
寄
り
た

ち
は
柵
演
と
映

画
が
終
っ
た
後
、
ｊ
一

一
ｆ

交
通
聯
故
で
尊

跡

い
命
を
な
く
す

る
恐
し
さ
と
悲

し
み
な
ど
を
Ｗ
認
識
し
た
ら
し

く
、
帰
り
ぎ
わ
に
「
こ
れ
だ
ば
、

気
を
つ
け
ね
ば
ま
い
ね
な
。
」
な

ど
と
お
年
寄
り
ど
う
し
声
を
か

け
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

このように、私たちの生活がより盤かにな

るように、大切な税金が使われています。

識
熱心に聞き入るお年寄り達

●

夏
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

七
月
二
十
一
日
～
七
月
三
十
日

こ
の
迎
勤
は
、
県
民
一
人
一
六
月
二
十
六
日
現
在
、
発
生

人
に
交
通
安
全
思
想
を
普
及
徹
件
数
及
び
死
傷
者
の
数
は
減
少

底
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
正
し
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
子

実
践
を
習
悩
づ
け
る
こ
と
に
よ
供
と
老
人
の
歩
行
者
に
よ
る
死

り
交
迎
蛎
故
防
止
を
図
る
こ
と
荷
が
畑
え
て
い
ま
す
。

を
川
的
と
し
て
、
七
川
二
十
一
金
木
署
管
内
で
も
今
年
に
入

Ｈ
か
ら
三
十
Ⅲ
ま
で
の
十
Ｈ
間
っ
て
既
に
昨
年
一
年
間
の
倍
に

に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
た
る
四
人
の
死
者
を
出
す
と

金
木
署
で
も
こ
の
連
動
に
先
い
う
異
常
蛎
態
に
な
っ
て
い
ま

立
ち
、
さ
る
六
〃
十
八
Ｈ
か
ら
す
。

一
ヵ
川
問
、
「
三
十
Ⅱ
ジ
ュ
ウ
タ
こ
れ
か
ら
は
、
夏
休
み
、
旅

ン
作
戦
」
を
展
開
、
毎
戸
訪
行
、
キ
ャ
ン
プ
等
、
年
間
を
通

門
を
重
点
的
に
実
施
、
チ
ラ
シ
じ
て
股
も
交
通
事
故
多
発
時
期

な
ど
も
配
布
し
交
通
安
全
の
啓
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

発
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
十
分
に

本
県
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

所得税の予定納税第1期分の納税はお済み

でしょうか。

第1期分の納税は7月31日までです。お早

めにどうぞ。

なお、便利な振替納税の制度もありますの

で、御利用ください。

※詳しいことは、肢寄りの税務署や税務相談

室にお尋ねください。
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肥
さ
れ
ま
し
た
。

同
小
学
校
は
、

金
木
小
学
校
と
蒔

田
小
学
校
が
統
合
、

昨
年
八
月
に
新
校

舎
が
完
成
し
、
揺

田
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担

い
、
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
た
児
童

た
ち
の
情
操
教
苛

に
少
し
で
も
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と

還
元
融
資
で塵

芥
車
購
入

先
川
、
厚
生
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資
に
よ
り
塵
芥
車
が
購

入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
厚
生
年
金
積
立
金
は
、

国
民
年
金
積
立
金
、
簡
易
保
険

祇
立
金
な
ど
と
、
剛
氏
生
活
の

安
定
向
上
に
直
接
役
立
つ
生
活

環
境
整
備
（
上
・
下
水
道
）
厚
生

福
祉
施
設
（
瓶
院
、
福
祉
施
設

等
）
、
文
教
施
股
な
ど
の
分
野

金
小
に

芝
生
を
寄
贈

六
月
十
八
Ｈ
、
洋
服
店
経
営

福
田
元
信
さ
ん
㈱
が
、
金
木
小

学
校
（
笹
昭
夫
校
長
）
に
十
一

万
円
相
当
の
芝
生
（
目
録
）
を
寄ー

芝
生
を
肥
っ
た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
は
同
小
学
校
中
庭
で

川
中
町
長
、
中
谷
敦
行
長
、
笹

校
長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

が
、
芝
生
と
と
も
に
児
壷
た
ち

が
健
や
か
に
伸
び
伸
び
と
汀
つ

よ
う
に
ｌ
と
願
い
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

に
還
元
融
資
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

口

。
，
」
「

ぷ
一
己
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平癒i,Ii
昭ﾘﾉ美
一一〆、一

〃

)＃f金川
参参

瀬木倉

棟
方
公
一

一
Ⅸ
、
Ｔ
Ｉ
Ｉ
つ
ぎ
空

判
じ
叩
Ｍ
皿
〃
１
↑

山
川
賀
南
子

伊
藤
敬
汗

川
小
真
二

虎
谷
顕
子

沢
川
腿
宏

三
上
春
加

荒
関
祁
恵

伊
藤
紳
番

『
山
下
偲
男
（
与
三
郎
）
横
浜
市

一
ｍ
中
京
子
（
良
雄
）
金
木

へ
樋
口
巧
（
繁
紀
）
蛙
崎
県

一
小
松
ま
る
み
（
才
吉
）
斑
瀬

へ
木
村
正
（
柾
次
郎
）
横
浜
市

一
白
川
袷
兄
子
（
幹
雄
）
川
倉

ヘ
山
中
潤
（
秀
二
嘉
瀬

一
伊
丸
岡
瓶
士
子
（
秀
雄
）
癖
良
巾

（
帽
確

ヘ
商
橘
亜
則
（
強
）
浪
岡
町

一
鴫
海
き
み
子
（
滴
太
郎
）
辮
瀬

へ
大
橘
圭
造
（
得
珂
）
金
木

一
鴫
海
啓
子
（
賢
造
）
断
森
巾

へ
山
下
雄
二
（
茂
喜
羊
和
田
湖
町

一
中
村
ま
ど
か
（
裕
雍
）
寓
良
巾

（
峰
祁

稔
（
三
次
郎
）
御
田
町

祥
子
（
忠
造
）
川
倉

勝
男
（
徳
造
）
木
造
町

文
子
（
市
五
郎
）
金
木

へ〆～〆ペダーー〆～〆ヘヘヘヘヘ

蝋界懸豊難讐乳蹴烹外
､~＝、~／、~"ー夫一、~／ーー

金川、-′黙金斑
〃 〃〃金〃

水食木瀬木瀬

●
ヘ
下
山
英
三

一
田
中
み
や
子

へ
捌
川
猛
雄

一
工
藤
栄
美
子

ス
フ
和
彦

一
新
井
剛
満
子

一ヘ

II1"
村111

、
川
村
博
憩
助
）
鶴
川
町

一
狼
谷
睦
子
（
勝
栄
）
川
倉

へ
山
川
幹
治
（
兼
澄
）
蒔
剛

一
長
利
友
子
（
一
英
）
浪
岡
町

へ
野
呂
朋
央
（
薯
代
武
）
蕊
瀬

一
菊
地
和
子
（
タ
エ
子
）
東
京
都

へ
鴫
海
灘
一
（
洸
）
嘉
瀬

一
小
寺
み
ゆ
き
（
栄
蔵
）
中
里
町

（
蝿
恥
哩
一
逢
郵
蛎
諭
鉢
辨

ヘ
蝦
我
正
光
（
義
夫
）
弘
前
市

一
角
旧
イ
ッ
子
（
万
之
塑
金
木

へ
阿
部
政
昭
（
正
民
）
金
木

一
雨
橘
雅
子
（
滴
亜
）
五
所
市

へ
角
川
久
光
（
弥
之
）
金
木

一
角
川
千
代
（
武
二
〃

ヘ
反
保
一
雄
（
撫
胆
福
井
県

一
傍
勘
富
子
（
正
文
）
蒔
田

へ
鴫
海
正
人
（
昭
治
）
金
木

一
菊
池
ま
き
え
（
仁
）
茨
城
県

（
秒
幟
錘
錦
一
趣
猩
一
卿
柏
鐸

へ
野
宮
昭
雄
（
武
雄
）
金
木

一
藤
元
久
美
子
（
実
）
沢
部

照
彦

頼
子

（
兵
司
）
中
柏
木

（
又
義
）
鯵
ヶ
沢
町

（
石
雄
）
中
里
町

（
山
定
）
金
木

（
直
治
）
背
森
巾

（
峰
太
郎
）
金
木

（
勘
七
）
喜
良
市

（
神
郎
）
大
畑
町

鈴
木
誠
一
（
犯
才
）
嘉
瀬

岡
川
建
治
（
娼
才
）
喜
良
市

米
谷
岡
男
（
印
才
）
金
木

商
橘
純
一
（
鏥
才
）
嘉
瀬

伊
藤
正
雪
（
詣
才
）
〃

其
山
俊
一
（
娼
才
）
川
倉

白
川
不
二
衛
門
（
”
才
）
金
木

岩
村
サ
ョ
（
”
才
）
嘉
瀬

奈
良
ハ
ギ
（
ね
才
）
喜
良
市

三
浦
シ
サ
（
沼
才
）
金
木

芦
川
ハ
ル
ノ
（
的
才
）
惠
良
巾

山
中
せ
い
（
諏
才
）
嘉
瀬

角
川
ヰ
グ
（
銘
才
）
金
木

伊
藤
勉
（
“
才
）
嘉
瀬

須
崎
あ
れ
（
“
才
）
〃

桜
庭
永
紀
（
鯉
才
）
喜
良
市

今
サ
ト
（
妬
才
）
川
倉

へ
川
小
輝
生
（
栄
治
）
金
木

戸
太
川
三
亜
子
（
千
代
吉
）
小
泊
村

（
熱
ま
雑
（
筵
麺
蝋
挫

へ
石
戸
谷
和
久
（
運
太
郎
）
神
原

一
服
部
ま
さ
子
（
よ
し
）
埼
玉
県

へ
荒
閏
耕
治
藩
美
）
金
木

一
松
山
春
代
展
夫
）
蹄
岡
県

へ
神
才
以
（
瓢
也
）
青
森
市

一
白
川
繁
子
（
定
右
衛
門
）
金
木塁

口

ノ

一一一
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国
一
二
一
■
三
二
一
日
一
、
里
昌
一
‐
昌
岬
三
・
■
．
｜
房
■
垂
一
房
目
三
．
■
三
■
’
二
‐
■
釦
■

「
金
木
今
昔
物
語
」

を
出
版

「
ふ
る
里
は
遠
き
に
在
り
て

思
う
も
の
な
り
」
と
言
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
金
木

の
地
を
離
れ
た
こ
と
の
な
い
私

で
あ
る
が
、
年
を
と
る
に
し
た

が
い
、
ふ
る
里
は
恋
し
く
、
長

い
年
月
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た

数
々
の
思
い
出
・
・
…
．
。
「
こ
の
ロ

ク
デ
ナ
シ
」
と
地
の
そ
こ
か
ら

先
人
の
叱
る
声
が
き
こ
え
て
く

る
。
そ
れ
で
も
生
ま
れ
た
こ
の

町
の
人
々
の
心
の
温
り
に
し
が

今
月
の
顔

、

員
葵
｛
日
一
・
三
届
一
三
一
届
一
一
一
・
一
局
一
・
一
幸
・
口
・
民
。
．
・
ｈ
冒
・
｜
目
．
↑
・
日
・
頃
ユ

み
つ
い
て
生
き
続
け
た
い
。
画

幼
な
児
が
叱
ら
れ
、
振
り
型

離
さ
れ
て
も
後
を
追
い
母
親
順

に
し
が
み
つ
く
が
如
し
で
あ
司

る
。

さ
て
沌
年
も
の
間
に
ふ
る
一
画面

里
も
色
々
と
変
貌
を
繰
り
返
一
酌

し
た
。
批
勉
な
文
化
財
、
年
巨

中
行
躯
ば
か
り
で
は
な
く
、
二

子
供
の
遊
び
方
、
四
季
の
味
噌

党
、
服
装
等
々
・
・
…
・
…
。
一
宮

こ
う
い
う
躯
を
思
い
巡
り
坐

し
訪
ね
歩
き
、
件
き
記
す
一
旨

と
は
、
老
い
た
る
者
の
一
番
“

楽
し
い
生
き
が
い
を
覚
え
る
旧

時
で
あ
る
。

お
知
ら
せ
Ｉ

金木町寺町

白川兼五郎さん
■，「_,■】IIlnh■[｣Ⅲ軍TlIIBⅡI[■1｢]'ﾛ■lllIImlII1mlI｣1m;ilml11皿 ●l ~ 叩 l Ⅱ ■ ■ 1 1 Ⅱ ■ 囲 Ⅱ Ⅱ ■ 1 Ⅱ l Ⅱ I D I

第3回金木地町

少年防犯野球大会

口目的

夏の防犯運動の一環として、ス

ポーツを通じ少年の非行の防止

と、青少年の健全育成のため

口日時

8月18日、19個午前8時30分から

（雨天延期）

口場所

金木町芦野グランド(小学校の部）

金木町立喜良市小グランド（中学

校の部）

青森県立

郷土館行事案内

』

ロテーマ

郷土の学習コーナー

口内容

小・!|」・商校生を対象に学校の夏

休みに、郷土の自然、考古、歴史

民俗産業について、学習コーナー

を設け、専任の係が相談に応じま

す。

口会場

郷土館小ホール

ロ期｜ﾊl

昭和56年7月21日～8月23日

ロテーマ

特別展「津軽半島自然展」

口内容

自然調査の結果をもとに、半島の

地史、動物相、植物杣等を紹介し

ます。

口会場

郷土館、大ホール

ロ期間

昭和56年7月2811～8月23日

※問合せ先

青森市本町2－8－14

青森県立郷土館

.a0177-77-1585

一■■

＝一一

第一保育所から
6月27日に運動会を開催しました

が、グランドの都合上土曜日になり

まして、父兄の方々には大変ご迷惑

をおかけ致しました。

しかしながら多数のご参加、ご協

力をいただき、無事盛況のうちに終
了できましたことを深く感謝致しま

す。

落し物・忘れ物
●

釦頁貼耐じ世柵

□7月の中ごろに役場]|imi前から四

角い小銭入れを拾いました。

口役場3階大会議室に、黒い毛糸の

カーデイガンが忘れてありました。

※お心当たりの方は役場総務課まで

お尋ねください。

壷3-2111内線34･37

抵秘ﾎI"勃靹～

ご奉仕

ありがとうございます

6月28Hに天理教西北第2支部（

支部長～津島陽一）の方々約30人が

芦野グランド道路側の草取りをして

くださいました。

日永＃梵公11､』つとL企むプケいし即の1も
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喜
良
市
国
有
林
弥
七
郎
沢
に
一
本
の
木
か
ら
十
二
の
股
枝
が

分
岐
し
て
い
る
ヒ
バ
の
大
木
が
あ
る
。
樹
令
は
ざ
っ
と
四
○
○

年
と
推
定
さ
れ
、
十
三
本
に
な
れ
ば
ど
こ
か
が
枯
れ
、
い
つ
も

十
二
本
を
保
ち
、
山
の
神
に
関
係
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
神
木

と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
。

三
五
○
年
ほ
ど
苦
の
こ
と
だ

と
い
う
。
憩
良
巾
の
村
に
弥
七

郎
と
い
う
而
姓
の
若
者
が
い
た
。

気
の
弱
い
男
で
、
村
人
か
ら

い
つ
も
臆
瓶
荷
扱
い
さ
れ
て
い

た
。
再
良
巾
の
村
人
は
秋
ま
で

川
畑
仕
蛎
に
桁
を
出
し
、
冬
に

な
る
と
四
、
五
人
が
一
組
に
な

っ
て
山
に
入
り
、
山
小
膿
に
こ

も
っ
て
伐
採
や
ソ
リ
出
し
の
仕

蛎
に
従
蝋
す
る
の
が
例
だ
っ
た
。

あ
る
年
の
こ
と
、
弥
七
郎
も

近
所
の
行
四
、
施
人
と
一
緒
に

山
に
入
っ
た
。
Ｍ
じ
山
仲
川
の

く
せ
に
弥
七
郎
の
臆
病
を
帷
べ

つ
し
て
い
る
連
中
は
、
始
終
「

弥
七
郎
、
化
物
州
だ
ド
ゥ
」
と

か
ら
か
つ
て
は
、
荷
く
な
っ
て

ふ
る
え
て
い
る
弥
七
郎
を
あ
ざ

笑
っ
て
い
た
。
弥
七
郎
は
川
が

か
げ
る
と
も
う
仕
伽
も
手
に
つ

か
ず
、
山
小
雌
へ
逃
げ
州
り
た

が
っ
て
ば
か
り
い
る
。

樹
商
約
二
十
五
Ｍ
、
胸
商
周
囲

六
、
六
Ｍ
の
匝
木
は
今
も
健
在
で
あ
る

翻
木
の
白
頭

十
二
串
ヤ
ス

●

あ
ん
ま
り
弥
七
郎
の
名
ば
か

り
聞
か
さ
れ
る
の
で
、
山
に
住

む
魔
物
が
弥
七
郎
と
い
う
名
を

覚
え
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
毎

夜
遅
く
の
山
か
ら
「
弥
七
郎
、

弥
七
郎
」
と
不
気
味
な
呼
び
声

が
聞
こ
え
て
く
る
の
だ
。
弥
七

郎
は
完
全
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な

っ
て
、
仕
聯
も
手
に
つ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
こ
の
ま

ま
で
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
」
と

あ
る
夜
弥
七
郎
は
一
大
決
心
す

る
。

翌
朝
仕
事
を
休
ん
だ
弥
七
郎

は
、
川
僚
が
仕
戦
に
出
た
あ
と

山
小
膣
に
こ
も
っ
て
マ
サ
カ
リ

を
念
入
り
に
研
い
で
、
夜
を
待

っ
た
。ポ

ダ
雪
降
り
し
き
る
夜
、
ま

た
「
弥
七
郎
…
・
・
・
」
と
魔
物
の

呼
び
声
。
は
ね
起
き
た
弥
七
郎

は
し
っ
か
り
と
マ
サ
カ
リ
を
に

ぎ
り
し
め
、
「
オ
ー
イ
」
と
人

赤
で
返
聯
を
し
な
が
ら
舟
の
中

に
脱
び
川
し
た
。
こ
の
勢
い
に

魔
物
も
既
い
た
か
、
呼
び
版
は

次
第
に
速
の
い
て
い
く
。
「
逃

が
し
て
な
る
も
の
か
」
と
、
弥

七
郎
は
戒
を
た
よ
り
に
ど
こ
ま

で
も
辿
っ
た
。

と
う
と
う
兄
つ
け
た
。
切
り

株
に
雌
を
下
ろ
し
た
魔
物
が
、

眠
そ
う
に
門
を
う
な
だ
れ
な
が

ら
な
お
も
「
弥
七
郎
」
と
呼
ん

で
い
る
の
を
兄
つ
け
、
「
こ
の

野
郎
／
・
」
と
一
雌
。
「
ギ
ャ
ッ
」

と
一
澁
、
魔
物
は
脳
火
を
削
ら

れ
て
、
新
井
を
血
に
染
め
な
が

ら
切
り
株
か
ら
こ
ろ
げ
落
ち
た
。

そ
の
夜
は
そ
の
ま
ま
州
っ
た

弥
七
郎
、
夜
が
明
け
て
川
瞭
と

●
一
緒
に
現
場
に
行
っ
て
み
た
ら
、

年
老
い
た
ｎ
毛
の
サ
ル
、
こ

れ
が
山
子
た
ち
を
恐
れ
さ
れ
て

い
た
山
の
魔
物
の
正
体
だ
っ
た

の
だ
。弥

七
郎
が
大
い
に
兄
血
さ
れ

た
の
は
洲
然
だ
が
、
村
人
は
退

治
さ
れ
た
脆
物
の
た
た
り
を
恐

れ
て
、
切
り
株
の
か
た
わ
ら
に

一
本
の
ヒ
バ
燗
を
杣
え
て
供
養

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ヒ
バ
は
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
変
な
形
に

な
っ
た
。
幹
の
途
中
で
十
二
本

の
枝
が
分
か
れ
て
、
ち
ょ
う
ど

魚
を
突
い
て
取
る
ヤ
ス
を
逆
立

て
た
よ
う
に
兄
え
る
の
で
、
だ

れ
い
う
と
な
く
「
十
二
本
ヤ
ス

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
二
は
十
二
川
十
二
川
の
山

の
神
祭
川
に
通
じ
る
神
姻
な
数
、

こ
れ
は
山
の
神
サ
マ
が
禍
つ

た
水
に
述
い
な
い
と
い
う
の
で
、

烏
塒
を
奉
納
、
神
木
と
し
て

あ
が
め
今
川
に
至
っ
て
い
る
。

古
老
の
紬
に
よ
る
と
、
新
し

い
枝
が
川
て
十
三
本
に
な
る
と

ど
れ
か
が
一
本
枯
れ
て
、
浦
に

十
二
本
の
ま
ま
と
い
う
不
忠
縦

な
こ
と
だ
。×

×
×

×
×
×

．－e f晶叫！

､ 美霊か電垂
8月1日は｢水の日」


